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「
飛
行
機
で
宇
宙
空
間
を
旅
行
で
き

る
」「
東
京
─
パ
リ
間
を
２
時
間

で
飛
ぶ
」
─
─
。
常
識
を
覆
す
高
速
飛
行

機
の
実
用
化
が
近
づ
い
て
い
る
。
エ
ア
プ

レ
ー
ン
（
飛
行
機
）
と
ス
ペ
ー
ス
シ
ッ
プ

（
宇
宙
船
）
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
機
で
、「
ス

ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ン（
宇
宙
飛
行
機
）」と
呼

ば
れ
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
次
世
代
航
空
機

の
開
発
に
、
米
英
両
国
が
本
格
的
に
乗
り

出
し
て
い
る
。

　

ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ン
は
、
ジ
ェ
ッ
ト
エ

ン
ジ
ン
と
ロ
ケ
ッ
ト
エ
ン
ジ
ン
を
複
合
さ

せ
た
高
出
力
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ン
ジ
ン

な
ど
を
駆
使
し
て
宇
宙
空
間
ま
で
上
昇

し
、
一
時
的
に
地
球
の
重
力
圏
を
離
脱
し

て
飛
行
す
る
。
近
い
将
来
、
民
間
人
の
宇

宙
旅
行
を
可
能
に
す
る
乗
り
物
と
し
て
期

待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
世
界
の
主

要
都
市
間
を
、
現
行
の
旅
客
機
よ
り
も
大

幅
に
短
い
時
間
で
飛
行
で
き
、
航
空
産
業

を
一
変
さ
せ
る
可
能
性
も
秘
め
て
い
る
。

墜
落
事
故
で
も
開
発
加
速

　

２
０
１
４
年
10
月
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
南
部
モ
ハ
ー
ベ
砂
漠
に
、
試
験
飛
行

中
の
ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ン
が
墜
落
す
る
事

故
が
起
こ
っ
た
。
こ
れ
を
各
国
の
主
要
メ

デ
ィ
ア
が
こ
ぞ
っ
て
取
り
上
げ
、

世
界
中
に
知
れ
渡
っ
た
。

　

こ
の
ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ン
は
、

英
国
に
本
拠
地
を
置
く
多
国
籍
企

業
、
バ
ー
ジ
ン
・
グ
ル
ー
プ
傘
下

に
あ
る
バ
ー
ジ
ン
・
ギ
ャ
ラ
ク
テ

ィ
ッ
ク
社
の
「
ス
ペ
ー
ス
シ
ッ
プ

２
」。
パ
イ
ロ
ッ
ト
１
人
が
死
亡
、同
乗
者

１
人
が
重
傷
と
い
う
惨
事
と
な
っ
た
。
事

故
原
因
は
、
当
初
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
と

発
表
さ
れ
た
が
、
調
査
に
当
た
っ
た
米
国

家
運
輸
安
全
委
員
会
（
Ｎ
Ｔ
Ｓ
Ｂ
）
は
操

縦
ミ
ス
と
の
報
告
を
ま
と
め
た
。
大
気
圏

突
入
時
に
ブ
レ
ー
キ
の
役
目
を
果
た
す

「
フ
ェ
ザ
ー
」
と
呼
ば
れ
る
２
枚
の
翼
を
、

パ
イ
ロ
ッ
ト
が
加
速
中
に
起
き
上
が
ら
せ

た
こ
と
で
、
機
体
に
異
常
な
空
気
圧
が
か

か
っ
て
空
中
分
解
し
た
と
Ｎ
Ｔ
Ｓ
Ｂ
は
見

て
い
る
。
航
空
機
は
単
一
の
ミ
ス
や
故
障

が
発
生
し
て
も
全
体
の
シ
ス
テ
ム
機
能
を

維
持
で
き
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、
ス
ペ
ー

ス
プ
レ
ー
ン
は
い
ま
だ
安
全
性
に
大
き
な

課
題
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
バ
ー
ジ
ン
・
ギ
ャ
ラ
ク
テ
ィ

ッ
ク
社
は
、
事
故
後
も
開
発
の
手
を
緩
め

て
い
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
ス
ペ
ー
ス
プ

レ
ー
ン
が
民
間
人
の
宇
宙
旅
行
用
の
飛
行

機
と
し
て
、
ま
た
、
超
高
速
の
次
世
代
旅

客
機
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ
。

夢
の
実
現
へ

宇
宙
空
間
を
飛
ぶ
新
型
航
空
機

ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ン
に
米
英
が
本
腰

野の
む
ら村　

宗む
ね
の
り訓

（
関
西
学
院
大
学
教
授
）

宇
宙
空
間
を
飛
び
、
世
界
の
主
要
都
市
を
短
時
間
で
結
ぶ
新
型
飛
行
機
の
実
用
化
に
向
け
、
米
国
と
英
国
が
動
い
て
い
る
。

宇宙
宇宙

大気圏

高度15㌔

スペースポート

高度110㌔
高度100㌔

図1　スペースシップ2の飛行経路

（出所）筆者・編集部作成
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事
故
に
よ
っ
て
、
図
ら
ず
も
ス
ペ
ー
ス
プ

レ
ー
ン
へ
の
注
目
度
の
高
さ
も
明
ら
か
に

な
っ
た
。

サ
ブ
・
オ
ー
ビ
タ
ル
飛
行

　

ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ン
は
、
現
行
の
航
空

機
の
よ
う
に
地
上
の
滑
走
路
か
ら
離
陸

し
、
そ
の
ま
ま
高
度
１
０
０
㌔
以
上
の
高

さ
ま
で
上
が
っ
て
大
気
圏
を
離
脱
、
高
高

度
を
一
定
時
間
飛
ん
だ
後
、
再
び
大
気
圏

に
突
入
し
て
地
上
の
滑
走
路
に
戻
る
。

　

現
在
、
米
英
の
民
間
企
業
が
ス
ペ
ー
ス

プ
レ
ー
ン
の
開
発
を
進
め
て
お
り
、
先
頭

を
走
る
の
は
バ
ー
ジ
ン
・
グ
ル
ー
プ
だ
。

音
楽
や
映
画
館
な
ど
娯
楽
産
業
か
ら
航

空
・
鉄
道
、
金
融
ま
で
手
掛
け
る
同
グ
ル

ー
プ
は
、
宇
宙
旅
行
事
業
に
も
先
行
投
資

す
べ
く
、
04
年
に
バ
ー
ジ
ン
・
ギ
ャ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
社
を
設
立
。
グ
ル
ー
プ

創
業
者
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ブ
ラ
ン
ソ

ン
氏
の
肝
煎
り
で
始
ま
っ
た
。

　

同
社
の
ス
ペ
ー
ス
シ
ッ
プ
２

は
、
ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ン
と
し
て

世
界
初
の
宇
宙
空
間
飛
行
に
成
功

し
た
米
航
空
機
メ
ー
カ
ー
、
ス
ケ

ー
ル
ド・コ
ン
ポ
ジ
ッ
ツ
社
の「
ス

ペ
ー
ス
シ
ッ
プ
１
」
を
ベ
ー
ス
に

作
ら
れ
て
い
る
。
３
人
乗
り
の
ス

ペ
ー
ス
シ
ッ
プ
１
は
、
04
年
に
行

っ
た
試
験
飛
行
で
、
国
際
航
空
連

盟
が
「
大
気
圏
と
宇
宙
空
間
の
境

界
線
」
と
定
め
た
「
カ
ー
マ
ン
・

ラ
イ
ン
」
と
呼
ば
れ
る
高
度
１
０
０
㌔
を

超
え
た
と
こ
ろ
ま
で
上
昇
し
た
後
、
再
び

大
気
圏
に
再
突
入
し
て
地
上
に
戻
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
飛
行
を
「
サ
ブ
・
オ
ー
ビ

タ
ル
飛
行（
準
軌
道
飛
行
）」と
い
う
。
こ

れ
は
高
度
４
０
０
㌔
付
近
で
地
球
の
軌
道

上
を
回
る
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
や
ス

ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
な
ど
の
「
オ
ー
ビ
タ
ル

飛
行
（
周
回
軌
道
飛
行
）」
と
は
異
な
る

が
、
そ
れ
に
準
ず
る
と
い
う
意
味
だ
。
日

本
で
は
「
弾
道
飛
行
」
と
も
呼
ば
れ
る
。

数
分
間
だ
け
宇
宙
空
間
に
あ
り
、
無
重
力

空
間
を
体
験
で
き
る
サ
ブ
・
オ
ー
ビ
タ
ル

飛
行
は
、
現
時
点
で
実
現
可
能
な
宇
宙
旅

行
と
い
う
わ
け
だ
。

ロ
ケ
ッ
ト
よ
り
格
安

　

ス
ペ
ー
ス
シ
ッ
プ
１
の
改
良
版
で
あ
る

ス
ペ
ー
ス
シ
ッ
プ
２
は
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
２

人
と
乗
客
６
人
の
計
８
人
乗
り
。
ロ
ケ
ッ

ト
と
違
い
、
自
力
で
宇
宙
空
間
に
飛
び
立

つ
こ
と
は
で
き
ず
、一
定
の
高
度
ま
で「
ホ

ワ
イ
ト
ナ
イ
ト
２
」
と
い
う
輸
送
機
で
運

ん
で
も
ら
う
。
母
機
に
相
当
す
る
ホ
ワ
イ

ト
ナ
イ
ト
２
は
「
双
胴
輸
送
機
」
で
、
二

つ
の
ボ
デ
ィ
ー
の
間
に
ス
ペ
ー
ス
シ
ッ
プ

２
を
挟
み
込
ん
で
離
陸
す
る
。
高
度
１
万

５
０
０
０
㍍
付
近
ま
で
上
昇
し
た
と
こ
ろ

で
、
ス
ペ
ー
ス
シ
ッ
プ
２
が
母
機
か
ら
切

り
離
さ
れ
る
仕
組
み
だ
。

　

そ
の
後
、
ホ
ワ
イ
ト
ナ
イ
ト
２
は
地
上

に
戻
る
が
、
ス
ペ
ー
ス

シ
ッ
プ
２
は
液
体
燃
料

ロ
ケ
ッ
ト
と
固
体
燃
料

ロ
ケ
ッ
ト
の
長
所
を
取

り
入
れ
た
高
性
能
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
エ
ン
ジ
ン
に

よ
っ
て
、
マ
ッ
ハ
３
・

４（
時
速
４
２
０
０
㌔
）

で
飛
行
、
大
気
圏
を
抜

け
た
高
度
１
１
０
㌔
付

近
で
数
分
間
の
無
重
力

飛
行
に
入
る
。

　

無
重
力
飛
行
後
は
大

気
圏
に
再
突
入
し
、
地

上
の
滑
走
路
に
戻
る

（
図
１
）。
ち
な
み
に
、

マ
ッ
ハ
20
も
の
高
速
で

大
気
圏
を
突
き
抜
け
る

ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
と

違
い
、
ス
ペ
ー
ス
プ
レ

ー
ン
は
機
体
表
面
に
耐
熱
パ
ネ
ル
を
必
要

と
し
な
い
。

　

ス
ペ
ー
ス
シ
ッ
プ
２
以
外
で
は
、
米
エ

ッ
ク
ス
コ
ア
社
の
「
リ
ン
ク
ス
・
マ
ー
ク

２
」
も
試
験
飛
行
を
繰
り
返
し
て
い
る
段

階
だ
。
こ
れ
ら
は
、「
宇
宙
旅
行
用
の
最
新

飛
行
機
」
と
い
う
位
置
付
け
に
な
る
。
ス

ペ
ー
ス
シ
ッ
プ
２
は
料
金
25
万
㌦
（
約
３

０
０
０
万
円
）、
リ
ン
ク
ス・マ
ー
ク
２
は

同
10
万
㌦
（
約
１
２
０
０
万
円
）
で
宇
宙

旅
行
ツ
ア
ー
の
予
約
を
開
始
し
て
お
り
、

各
国
の
富
裕
層
が
多
数
申
し
込
ん
で
い
る

と
い
う
。
一
般
庶
民
に
と
っ
て
は
手
が
届

カリフォルニア・
スペースポート

スペースポート・
アメリカ

モハーベ空港・
スペースポート

オクラホマ・
スペースポート

ミッドランド・
スペースポート

中部大西洋地域宇宙基地

ワロップス飛行施設

ケネディ宇宙センター

スペースポート・フロリダ

ホワイトサンズ・
ミサイル実験場

ブルーオリジン発射場

スペースエックス発射場
（建設中）

エドワード空軍基地

連邦航空局認可
民間打ち上げサイト
アメリカ連邦政府
打ち上げサイト

独立サイト運営会社

（出所）米連邦航空局の資料を基に筆者・編集部作成

図2　米国のスペースポート建設予定地（一部）

飛行するスペースシップ２ バージン・ギャラクティック提供
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か
な
い
価
格
だ
が
、
１
機
打
ち
上
げ
る
の

に
３
５
０
０
万
〜
５
０
０
０
万
㌦
（
約
42

億
〜
60
億
円
）
か
か
る
と
言
わ
れ
る
ロ
ケ

ッ
ト
と
比
べ
れ
ば
圧
倒
的
に
安
い
。

日
米
、
英
豪
間
が
2
時
間

　

さ
ら
に
時
速
４
０
０
０
㌔
以
上
で
重
力

圏
を
離
脱
し
て
飛
ぶ
ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ン

は
、
現
行
の
ど
の
航
空
機
よ
り
も
は
る
か

に
短
い
時
間
で
数
千
㌔
の
距
離
を
移
動
で

き
る
。
英
国
政
府
が
公
表
し
た
報
告
書
に

よ
れ
ば
、
移
動
に
要
す
る
時
間
は
、「
サ

ブ・オ
ー
ビ
タ
ル
飛
行
に
よ
り
、
日
米
間
、

英
豪
間
が
２
時
間
に
短
縮
で
き
る
」
と
い

う
。

　

今
の
と
こ
ろ
、
一
度
に
数
百
人
を
運
ぶ

大
型
旅
客
機
ほ
ど
の
運
搬
能
力
は
な
い
。

し
か
し
今
後
、
徐
々
に
大
型
化
し
、
仮
に

乗
客
数
が
70
〜

90
人
程
度
の
リ

ー
ジ
ョ
ナ
ル
ジ

ェ
ッ
ト
機
並
み

に
な
れ
ば
、
世

界
の
航
空
事
情

は
一
変
す
る
だ

ろ
う
。
バ
ー
ジ

ン
・
ギ
ャ
ラ
ク

テ
ィ
ッ
ク
社
や

エ
ッ
ク
ス
コ
ア

社
は
、
そ
の
巨

大
需
要
を
つ
か

む
た
め
、
未
知

の
領
域
に
先
鞭
を
付
け
た
と
も
考
え
ら
れ

る
。
日
本
で
は
、
期
待
の
新
型
リ
ー
ジ
ョ

ナ
ル
ジ
ェ
ッ
ト
機
「
Ｍ
Ｒ
Ｊ
」
の
運
航
が

間
近
に
迫
っ
て
い
る
が
、
す
で
に
航
空
産

業
の
最
先
端
は
、
飛
行
機
か
ら
ス
ペ
ー
ス

プ
レ
ー
ン
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

　

宇
宙
空
間
に
到
達
し
た
後
、
地
上
に
戻

っ
て
く
る
ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ン
は
、「
再
使

用
型
」
の
有
人
宇
宙
往
還
機
で
あ
る
。
こ

れ
は
、
同
じ
く
再
使
用
型
で
あ
る
米
ス
ペ

ー
ス
シ
ャ
ト
ル
と
の
関
係
が
深
い
。
１
９

８
６
年
１
月
に
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
・
チ

ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
号
の
爆
発
事
故
が
起
き
た

翌
２
月
、
当
時
の
ロ
ナ
ル
ド
・
レ
ー
ガ
ン

米
大
統
領
が
、
一
般
教
書
演
説
で
ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ト
ル
と
宇
宙
基
地
に
続
く
計
画
と

し
て
、
ワ
シ
ン
ト
ン
と
東
京
を
２
時
間
で

結
ぶ
「
ニ
ュ
ー
・
オ
リ
エ
ン
ト
・
エ
ク
ス

プ
レ
ス
構
想
」
を
公
表
し
た
。
こ
れ
が
ス

ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ン
の
端
緒
と
な
っ
た
。

　

米
国
で
は
今
、
エ
ッ
ク
ス
コ
ア
社
の
ほ

か
、
ブ
ル
ー
オ
リ
ジ
ン
社
、
ス
ペ
ー
ス
エ

ッ
ク
ス
社
な
ど
複
数
の
民
間
企
業
が
ス
ペ

ー
ス
プ
レ
ー
ン
の
試
験
飛
行
を
繰
り
返
し

て
い
る
。

整
備
進
む
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト

　

ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ン
に
は
、
ロ
ケ
ッ
ト

の
よ
う
に
垂
直
で
発
射
さ
せ
る
タ
イ
プ

と
、
母
機
と
と
も
に
滑
走
路
を
使
用
す
る

タ
イ
プ
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
実
験

を
重
ね
る
た
め
に
は
、
空
港
（
エ
ア
ポ
ー

ト
）
で
は
対
応
で
き
な
い
の
で
、「
ス
ペ
ー

ス
ポ
ー
ト
」
と
呼
ば
れ
る
専
用
の
発
着
場

が
必
要
に
な
る
。

　

ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
は
整
備
費
用
の
点
か

ら
新
規
に
建
設
す
る
の
で
は
な
く
、
既
存

の
軍
用
空
港
や
地
方
空
港
の
滑
走
路
と
施

設
を
拡
充
す
る
方
策
が
採
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
開
発
段
階
に
あ
る
た
め
想
定
外
の

事
故
が
起
こ
る
可
能

性
も
あ
る
。
従
っ
て

都
市
部
か
ら
遠
い
と

こ
ろ
が
候
補
に
上
が

る
。
人
口
密
集
地
に

近
い
ほ
ど
評
価
さ
れ

て
い
る
現
在
の
空
港

と
は
逆
だ
。

　

米
国
で
は
現
在
、

米
連
邦
航
空
局
（
Ｆ

Ａ
Ａ
）
や
民
間
企
業

が
、
全
米
20
カ
所
で
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
を

建
設
し
て
い
る（
91
㌻
図
２
）。
世
界
初
の

ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
と
み
な
さ
れ
て
い
る
の

が
、
米
陸
軍
の
ホ
ワ
イ
ト
サ
ン
ズ
・
ミ
サ

イ
ル
実
験
場
（
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
）
に

隣
接
す
る
「
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
・
ア
メ
リ

カ
」
だ
。
州
立
の
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
局
が

所
有
し
、民
間
企
業
の
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト・

ア
メ
リ
カ
社
が
運
営
す
る
官
民
連
携
の
施

設
で
あ
る
。
こ
こ
は
、
バ
ー
ジ
ン
・
ギ
ャ

ラ
ク
テ
ィ
ッ
ク
社
も
08
年
か
ら
20
年
間
の

リ
ー
ス
契
約
で
拠
点
と
し
て
い
る
。

　

同
社
の
お
膝
元
の
英
国
で
は
、
18
年
ま

で
に
ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ン
を
実
用
化
す
る

計
画
だ
。
14
年
７
月
に
、
同
国
の
民
間
航

空
局
（
Ｃ
Ａ
Ａ
）、
交
通
省
（
Ｄ
ｆ
Ｔ
）、

宇
宙
庁
（
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ａ
）
の
協
力
の
も
と
、

公
表
さ
れ
た
報
告
書
で
は
、
英
国
が
宇
宙

産
業
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て

経
済
的
利
益
を
得
る
と
と
も
に
、
科
学
的

研
究
を
推
進
し
て
い
く
点
が
示
さ
れ
た
。

　

す
で
に
、
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
の
建
設
が

ニューキー・コーンウォール空港

スランベドル空港

キャンベルタウン空港
グラスゴー・プレストウィック空港

ルーカーズ空軍基地

ロジーマス空軍基地

ストーノウェイ空港

キンロス飛行場（旧キンロス空軍基地）

図3　英国のスペースポート建設候補地

（出所）英民間航空局の資料を基に筆者・編集部作成

スペースシップ２を積んで上昇するホワイトナイト２

バージン・ギャラクティック提供
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■宇宙

具
体
的
に
検
討
さ
れ
、
用
地
選
定
が
始
ま

っ
て
い
る
。
ま
ず
、
滑
走
路
長
が
３
０
０

０
㍍
を
超
え
る
ヒ
ー
ス
ロ
ー
、
ガ
ト
ウ
ィ

ッ
ク
、
ス
タ
ン
ス
テ
ッ
ド
、
マ
ン
チ
ェ
ス

タ
ー
な
ど
46
地
点
が
候
補
に
挙
が
っ
た

が
、
民
間
航
空
機
の
飛
行
頻
度
や
人
口
密

度
を
比
較
・
考
量
し
た
結
果
、
最
終
的
に

８
地
点
（
図
３
）
に
絞
ら
れ
た
。

　

現
時
点
で
、
英
国
初
の
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー

ト
建
設
地
と
し
て
最
有
力
視
さ
れ
て
い
る

の
が
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
西
海
岸
の
半
島

に
位
置
す
る
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
空
港

だ
。
か
つ
て
ス
コ
ッ
チ
ウ
イ
ス
キ
ー
で
栄

え
た
キ
ャ
ン
ベ
ル
タ
ウ
ン
は
、
今
で
は
数

軒
の
蒸
留
所
と
古
い
ゴ
ル
フ
場
し
か
残
っ

て
い
な
い
典
型
的
な
過
疎
地
だ
。
空
港
の

年
間
利
用
客
は
１
万
人
を
割
っ
て
い
る
。

こ
こ
に
宇
宙
産
業
を
誘
致
で
き
れ
ば
、
部

品
工
場
に
お
け
る
雇
用
創
出
や
交
通
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
な
ど
、
大
き
な
経
済
波
及
効

果
が
あ
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

出
遅
れ
た
日
本

　

一
方
、
日
本
に
は
米
英
の
よ
う
な
ス
ペ

ー
ス
プ
レ
ー
ン
開
発
に
向
け
た
総
合
的
な

国
家
戦
略
は
な
く
、
一
部
の
大
学
と
民
間

グ
ル
ー
プ
が
独
自
に
研
究
を
進
め
て
い

る
。
元
北
海
道
大
学
教
授
の
伊
藤
献
一
氏

を
中
心
と
す
る
グ
ル
ー
プ
は
、
小
型
ロ
ケ

ッ
ト
「
Ｃ
カ

ム

イ

Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｉ
」
と
サ
ブ
・
オ
ー
ビ

タ
ル
機
を
組
み
合
わ
せ
た
、
超
小
型
人
工

衛
星
の
打
ち
上
げ
シ
ス
テ
ム
を
開
発
中
だ
。

北
海
道
大
樹
町
の
多
目
的
航
空
公
園
を
利

用
し
て
実
験
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
伊
藤

氏
ら
は
、
公
園
を
「
北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ

ー
ト
」
と
し
て
整
備
し
て
い
く
計
画
だ
。

　

九
州
工
業
大
学
の
米
本
浩
一
教
授
の
研

究
室
は
、
小
型
有
翼
ロ
ケ
ッ
ト
実
験
機
を

開
発
し
、
17
年
に
サ
ブ
・
オ
ー
ビ
タ
ル
技

術
実
証
機
の
開
発
と
宇
宙
弾
道
飛
行
を
達

成
す
る
計
画
を
進
め
て
い
る
。
実
験
は
伊

豆
大
島
を
利
用
し
て
い
た
が
、
前
述
の
ス

ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
・
ア
メ
リ
カ
に
移
動
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。

　

た
だ
し
、
日
本
の
状
況
は
、
試
験
飛
行

段
階
の
米
英
に
大
き
く
水
を
あ
け
ら
れ
て

い
る
。
日
本
が
追
い
つ
く
た
め
に
は
、
国

家
主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
必
須
だ
。
政

府
の
宇
宙
開
発
戦
略
本
部
が
定
め
た
「
宇

宙
基
本
計
画
」
に
お
け
る
最
新
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
で
は
、「
サ
ブ・オ
ー
ビ
タ
ル
飛
行
の

運
用
に
は
、
従
来
の
飛
行
場
や
ロ
ケ
ッ
ト

射
場
と
は
別
に
離
着
陸
用
の
宇
宙
港
（
ス

ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
）
が
必
要
で
あ
る
」
と
の

見
解
が
示
さ
れ
た
だ
け
で
、
開
発
計
画
は

な
か
っ
た
。

　

ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ン
は
い
ま
だ
開
発
途

上
に
あ
る
。
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ン
ジ
ン
も

安
定
性
に
欠
け
る
な
ど
克
服
す
べ
き
技
術

的
課
題
は
多
い
。
し
か
し
、
次
世
代
旅
客

機
の
有
力
候
補
と
し
て
、
米
英
は
実
用
化

を
推
し
進
め
て
い
く
だ
ろ
う
。

　

日
本
も
省
庁
間
連
携
を
強
化
し
た
上

で
、
ス
ペ
ー
ス
プ
レ
ー
ン
の
開
発
と
ス
ペ

ー
ス
ポ
ー
ト
の
創
設
を
含
む
具
体
的
な
計

画
と
指
針
を
早
急
に
策
定
す
べ
き
段
階
に

来
て
い
る
。

リンクス・マーク２（米エックスコア社）の模型 Reuters


